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A タボ (Tabo)寺写本 No. 1.4.15.1(Running  No.26);Ke 32,45,
47,50-51,53,61,61-75,77-79b2.（第 II章
は冒頭部分しか含まない）
B ベルリン写本 No.224:mdo sde,Tsha 275b5-343a2.
Ba バスゴ (Basgo)写本 No.49.2:Mdo,Nga 76a2-160b4.
Bth バタン (Bathang)写本 No.57:Pa 150a6-199b1.
５ チベットカンギュル諸本の?阿 世王経>の情報については、ウィーン大学の
Department of South Asian,Tibetan and Buddhist Studiesが取り組んでいるプロジ
ェクトが作成したデータベースThe Resources for Kanjur&Tanjur Studies
（https://www.istb.univie.ac.at/kanjur/xml4/xml/index.php）を参照にした。
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D デルゲ版 No.216:mdo sde,Tsha 211b2-268b7.
G ゴーンドラ (Gondhla)写本 No.224:Tsha 275b5-343a2.
He ヘーミス (Hemis)写本(Ⅰ) No.48.1:mdo,Nga 133-157a6.（第X章途
中からの断簡）
Hi ヘーミス (Hemis)写本(Ⅱ) mdo, Nga 77-81,91-92,95,100,114-
118,148-152a1.（第Ⅱ章は含まない）
J ジャンサタン（リタン）版 No.159:mdo sde,Tsha 234b2-295a6.
L ロンドン写本 No.166:mdo sde,Za 273a7-354a6.
N ナルタン版 No.201:mdo sde,Ma 339a4-427b6.
P 大谷北京版 No.882:mdo sna tshogs,Tsu 220a5-281a5.
Ph プクタク (Phug brag)写本 No.289:mdo sde,Ke 1b1-85b3.
S トク宮 (Stog Palace)写本 No.223:mdo sde,Za 266b7-351a7.
T 東京写本 No.223:mdo sde,Za 247a8-321a8.
U ウランバートル写本 No.272:mdo sde,Za 237b4-312b8.
?阿 世王経>漢訳諸本




Karashima,S.［2010］A Glossary of Lokaks・ema’s Translation of the As・t・a-
sa?hasrika? Prajn?a?pa?ramita?『道行般若經詞典』,Interna-
tional Research Institute for Advanced Buddhology,
Soka University, 2010.
Tauscher,H.［2015］“The‘Eearly Mustang Kanjur’and its Descendants,”
Tibet in Dialogue with its Neighbours:History,Culture,
and Art of Central and Western Tibet, 8th to 15th
 
Century,Forte, E., Liang, J., Klimburg-Salter, D.,




大西啓一 ［2004］ 「Kuma?rabhu?ta小考」,『待兼山論叢 哲学篇』38,pp.
1-18.
加納和雄 ［2015］ 「『阿 世王経』抄本の梵文写本」,『印度学仏教学研究』
64-1,pp.355-349.
齋藤 滋 ［2006］ 「初期アビダルマ仏教における「我」の同義語につい
て」,『印度學佛教學研究』54-2,pp. 1017-1012.




















































９ sha’kya thub pa:?Śa?kyamuni.【 】「釋迦文」【護】「能仁」【天】「釋迦牟尼」
10 kha dog:?varn・a;dbyibs:?aka?ra (LCTSD 1713);chu zheng:?ana?ha-parin・a?ha
(LCTSD 705)





























































































































































22 蔵訳諸本のうち、BthLSTU では ’du shes pa’ang (Bth:pa yang)ma yin parと









































25 glen pa:?mu?d・ha (MVy 8921)【 】「 」【護】「愚冥」












































































































































41 de bzhin nyid:?tathata?.【護】「無本」【天】「眞實法」
【 】では「 薩阿竭」という語が対応する。西村［1998］、Karashima［2010］な






























などでは、【 】での「 薩阿竭」が ?tatha?gata（?tasa-agada）に相当する例も多
数見られる。












































47 チベット語訳諸資料のうち、BaGPh では bam poの記載を欠く。






50 LPhSTU:sa bon ji lta ba bzhin du ’bras bu yang (S:bu’ang)de bzhin no「種
のように果実もまた同様である」
BDJNP:sa bon ji lta ba bzhin ba (ba:D omits) skyed kyang de bzhin no「種の
ように生じることまた同様である」










































































54 chos kyi  dbyings:?dharmadha?tu. 【 】「法」(？)【護】「法界」【天】「法界」
この箇所では ?dharmadha?tuという言葉は ?tathata?や ?bhu?takot・i とほぼ同義に
用いられている。
55 de bzhin nyid:?tathata?.【 】「 薩阿竭」【護】「本無」【天】（欠）注41でも指摘
したように、ここでも【 】では「 薩阿竭」が ?tathata? に対応するようである。
56 yang dag pa’i mtha’:?bhu?takot・i(MVy 1708)【 】「如本際」【護】「本際」【天】
「眞際」
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説くことをなすとき、いかなる法も増大することも、減退することも見ら
れない。その様な話によって如来はお喜びになるだろう」
このような教説が語られたとき、八千の菩薩
57
が無生法忍を得たものとなった。
57【 】「八百天子」【護】「八百菩薩」【天】「八千菩薩」
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